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地産・地消を核にした生産と需要の拡大を目指して 
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チャレンジ・サザンセト！活力みなぎる農林水産業の創造 

「柳井地域農林水産業成長産業化行動計画」
が策定されました！ 

去る平成30年11月２日、柳井地域農林業・農山村振興協議会に水産業関係者を加えて、

「柳井地域農林水産業・農山漁村振興協議会」が発足し、柳井地域の農林水産業の成長産

業化に向け、2018年度（平成30年度）から2022年度までの５年間を計画期間とする新

たな指針「柳井地域農林水産業成長産業化行動計画」が策定されました。 

具体的には、次の４つの柱に沿って取組内容を体系化し、具体的な目標を明らかにする

など、市町、農林水産業団体、農林水産事務所などが協働して農林水産業の成長産業化に

向けた取組を進めていきます。 

１ 未来を担う人材や中核経営体の確保・育成 

 

 
 

 

 

 

２ 生産意欲と需要を創造する「ぶちうま！維新」 

 
 

 

 

 

 

 

３ 需要に的確に応える生産力の増強 

 

 

 
 

 

 
 

 

４ 生産や地域を支える基盤整備・防災力強化 

 

 
 

 

 
 

 

 

(1) 中核経営体の育成と経営基盤の強化 

(2) 新規就業者の確保・定着 

(3) 農山漁村女性リーダー・女性経営参画者の育成 

(1) 県産農林水産物のブランド力強化 

(2) 地産・地消の取組強化 

(3) ６次産業化・農商工連携の一体的な取組強化 

(1) 需要のある農畜産物の結びつき強化・生産拡大 

(2) 需要に応える木材供給力の強化 

(3) 水産資源の適切な管理による漁業生産力の向上 

(4) 安心・安全な農水産物の供給 

(5) 防疫体制の強化 

(1) 生産基盤の整備 

(2) 鳥獣被害防止対策の強化 

(3) やまぐち森林づくり県民税等の活用 

(4) 多面的機能の維持・発揮 

(5) 防災・減災機能の強化 

集落営農法人の設立 

漁業者グループによる 
定置網漁 

ゆめほっぺの試食会 

やまぐち和牛 

森林機能回復事業 

ほ場整備を実施 
した団地 
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柳
井
・
大
島
地
域
「
地
産
・
地
消
」

推
進
会
議
で
は
、
８
月
２
日(

木)

、
Ｊ

Ａ
南
す
お
う
管
内
で
生
産
さ
れ
て
い

る
「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
及
び
「
い
ち
じ

く
」
に
つ
い
て
、
販
売
協
力
店
青
果
担

当
者
や
流
通
関
係
者
等
を
対
象
に
、
産

地
の
取
組
等
へ
の
理
解
を
促
進
し
、
地

元
農
林
水
産
物
の
販
売
拡
大
を
図
る

た
め
、
産
地
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

参
加
者
は
、
い
ち
じ
く
の
ハ
ウ
ス
栽

培
と
露
地
栽
培
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
ハ

ウ
ス
栽
培
の
ほ
場
を
視
察
し
た
後
、
Ｊ

Ａ
南
す
お
う
田
布
施
支
所
で
試
食
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
試
食
で
は
、

南
す
お
う
産
と
県
外
産
の
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
食
べ
比
べ
を
実
施
し
、
食
感
や

味
な
ど
違
い
を
確
認
し
ま
し
た
。 

意
見
交
換
で
は
、
Ｊ
Ａ
担
当
者
か
ら
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
エ
コ
50
の
取
組
や
、

い
ち
じ
く
の
少
量
パ
ッ
ク
詰
め
の
検

討
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
流
通
関

係
者
か
ら
「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
エ
コ

50
の
取
組
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
Ｐ
Ｏ

Ｐ
を
準
備
し
て
欲
し
い
。
」
「
い
ち
じ

く
は
少
量
と
な
る
と
パ
ッ
ク
数
が
増

え
る
た
め
、
量
を
さ
ば
く
の
が
大
変
。」

等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

当
事
務
所
で
は
、
今
後
も
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
、
地
元
農
林
水
産
物
の

需
要
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。 

                           

県
内
最
大
の
み
か
ん
産
地
で
あ
る

周
防
大
島
町
の
柑
橘
選
果
場
で
、
９
月

25
日(

火)

、
今
季
の
「
山
口
大
島
み
か

ん
」
初
荷
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

選
果
場
で
は
、
生
産
者
が
持
ち
込
ん

だ
み
か
ん
が
最
新
の
選
果
シ
ス
テ
ム

に
よ
っ
て
、
糖
度
や
酸
味
、
大
き
さ
な

ど
で
選
別
さ
れ
、
次
々
に
箱
詰
め
さ
れ

ま
し
た
。 

式
で
は
、
Ｊ
Ａ
山
口
大
島
の
木
村
組

合
長
か
ら
、「
今
年
は
裏
年
で
量
は
少

な
い
が
、
災
害
の
被
害
も
ほ
と
ん
ど
な

く
、
生
産
者
の
努
力
に
よ
っ
て
、
お
い

し
い
み
か
ん
が
で
き
た
。
自
信
を
も
っ

て
売
り
出
し
た
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
続
い
て
、
市
場
や
Ｊ
Ａ
、
行

政
関
係
者
に
加
え
、
久
賀
小
学
校
３
年

生
25
人
も
集
ま
り
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

や
、
く
す
玉
割
り
を
行
い
、
初
荷
を
積

ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
の
出
発
を
見
送
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
み
か
ん
を
試
食
し
た

児
童
た
ち
は
、
口
々
に
「
お
い
し
い
！
」

と
用
意
さ
れ
た
み
か
ん
を
完
食
し
ま

し
た
。 

今
年
は
、
７
月
の
豪
雨
や
８
月
の
酷

暑
に
よ
り
生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
極
早
生
み
か
ん
は
、
小
玉
傾
向
な

も
の
の
、
甘
く
程
よ
い
酸
味
の
食
味
が

良
い
み
か
ん
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。 

当
事
務
所
で
は
、
引
き
続
き
、
山
口

大
島
み
か
ん
の
産
地
振
興
に
向
け
て
、

担
い
手
育
成
や
、
樹
園
地
整
備
、
販
売

拡
大
等
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

  

                      
   

  

柳
井
・
大
島
地
域
「
地
産
・
地
消
」

推
進
会
議
で
は
、
地
産
・
地
消
推
進
拠

点
施
設
等
と
連
携
し
て
地
元
農
林
水

産
物
・
加
工
品
の
需
要
拡
大
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

「
サ
ザ
ン
セ
ト
ぶ
ち
う
ま
！
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
2018
」
を
実
施
中
！ 

   

「
山
口
大
島
み
か
ん
」
の
初
荷
出
発
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た 

Ｊ
Ａ
南
す
お
う
産
地
見
学
会
を
開
催 

し
ま
し
た 

  

いちじくのほ場視察 

山口大島みかん初荷出発式 

アスパラガスのハウス視察 

初荷を乗せたトラックの出発 



（3） 第２号   柳井農林水産事務所だより 平成 30年(2018年)  11月 発行 

平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
の
期
間
、
「
サ
ザ
ン
セ
ト
ぶ
ち

う
ま
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
2018
」
と
し
て
、

柳
井
・
大
島
地
域
の
「
や
ま
ぐ
ち
食
彩

店
」
や
「
販
売
協
力
専
門
店
」、「
や
ま

み
ち
ゃ
ん
応
援
店
」
等
の
利
用
促
進
と

Ｐ
Ｒ
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
地
産
・

地
消
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

応
募
方
法
は
、
各
対
象
店
舗
に
置
い

て
あ
る
専
用
の
応
募
用
紙
に
「
や
ま
ぐ

ち
食
彩
店
・
販
売
協
力
専
門
店
の
ス
タ

ン
プ
」
ま
た
は
、「
や
ま
み
ち
ゃ
ん
シ

ー
ル(

対
象
商
品
に
つ
い
て
い
ま
す)

」 
                  

を
あ
わ
せ
て
３
つ
集
め
て
、
郵
送
ま
た

は
、
各
店
舗
の
応
募
箱
へ
の
投
函
に
な

り
ま
す
。
応
募
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で

地
産
・
地
消
に
関
連
す
る
賞
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
詳
細
は
、
各
対
象
店

舗
に
置
い
て
あ
る
チ
ラ
シ
及
び
「
サ
ザ

ン
セ
ト
エ
リ
ア 

地
産
・
地
消
Ｓ
Ｈ
Ｏ

Ｐ
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
ま
た
は
、
柳
井
農

林
水
産
事
務
所
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

               
    

  

   

Ｊ
Ａ
南
す
お
う
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部

会
（
12
名
）
で
は
、
今
年
の
４
月
か

ら
、
栽
培
経
験
の
浅
い
生
産
者
等
（
集

落
営
農
法
人
２
法
人
、
生
産
者
３
名
、

就
農
前
研
修
生
１
名
）
を
対
象
に
、
毎

月
１
回
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
栽
培
技
術
の
向
上
と
、
部

会
員
の
連
携
強
化
を
大
き
な
目
的
と

し
た
も
の
で
、
高
い
栽
培
技
術
を
持
つ

部
会
員
や
参
加
者
の
ハ
ウ
ス
を
訪
問

し
、
そ
の
時
期
の
管
理
状
況
の
見
学
や

基
本
的
技
術
の
研
修
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

普
段
見
る
機
会
の
な
い
他
の
生
産

者
の
管
理
方
法
を
知
る
こ
と
は
、
参
加

者
に
と
っ
て
非
常
に
参
考
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
聞
け
な
い
疑
問

等
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
情
報
交
換
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
の
夏
は
、
非
常
に
高
温
で
推
移

し
ま
し
た
。
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
比
較
的

涼
し
い
環
境
が
適
し
て
い
る
の
で
、
ハ

ウ
ス
内
の
温
度
を
下
げ
る
た
め
に
換

気
を
良
く
し
た
り
、
株
が
込
み
合
わ
な

い
よ
う
に
、
整
枝
し
た
り
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
参
加
者
の
中
に
は
、
一
部

試
験
的
に
整
枝
方
法
を
変
え
て
み
る

等
、
自
ら
栽
培
方
法
の
改
善
に
取
り
組

む
動
き
も
出
て
き
ま
し
た
。 

当
事
務
所
で
は
、
こ
の
勉
強
会
を
き

っ
か
け
に
、
栽
培
技
術
の
向
上
や
気
軽

に
情
報
交
換
で
き
る
雰
囲
気
と
仲
間

づ
く
り
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。 

                 

平
成
30
年
９
月
14
日
（
金
）
か
ら

11
月
４
日
（
日
）
ま
で
の
52
日
間
、

山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
に
お
い
て
、

「
山
口
ゆ
め
花
博
」（
以
下
、
花
博
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
事
務
所
で
は
、

こ
の
開
催
に
向
け
て
各
種
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
し
た
。 

ま
ず
、
県
内
各
地
で
、
会
場(

花
の

谷
ゾ
ー
ン)

を
彩
る
各
種
花
苗
の
栽
培

支
援
を
行
い
ま
し
た
。
管
内
で
は
、
５

「
山
口
ゆ
め
花
博
」
に
向
け
て
花
苗 

栽
培
の
試
作
に
取
り
組
み
ま
し
た 

講演会の様子 

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
若
手
勉
強
会
を 

開
催
！ 

    

栽培のポイントを熱心に聞く参加者 
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月
か
ら
鉢
・
苗
物
及
び
切
花
の
生
産
者

５
名
を
は
じ
め
、
小
中
学
校
24
校(

小

学
校
19
校
、
中
学
校
５
校)

、
総
合
支

援
学
校
、
農
業
高
校
、
福
祉
事
業
所
１

か
所
が
栽
培
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
当

事
務
所
で
は
、
昨
年
度
の
試
作
の
反
省

点
を
踏
ま
え
、
栽
培
指
導
を
行
い
、
栽

培
者
の
努
力
に
よ
り
良
質
な
苗
を
納

品
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

ま
た
、
花
博
開
催
に
向
け
た
ム
ー
ド

づ
く
り
と
、「
花
育
」
活
動
の
一
環
と

し
て
、
「
や
ま
ぐ
ち
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン

ド
」
に
お
い
て
、
夏
休
み
の
来
場
者
と

柳
井
市
内
の
幼
稚
園
や
保
育
園
の
園

児
を
対
象
に
、
花
博
の
イ
ベ
ン
ト
内
容

の
紹
介
と
「
た
ね
ダ
ン
ゴ
」
の
体
験
講

習
会
を
行
い
ま
し
た
。 

「
た
ね
ダ
ン
ゴ
」
は
、
各
種
の
土
に

肥
料
と
水
分
を
加
え
て
作
っ
た
泥
ダ

ン
ゴ
に
、
数
種
類
の
草
花
の
種
子
を
付

け
、
花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
付
け

る
方
法
で
す
。
こ
れ
は
、
自
宅
で
草
花

の
発
芽
か
ら
開
花
ま
で
観
察
で
き
る

こ
と
か
ら
、「
花
育
」
と
し
て
効
果
は

高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
講
習
会
は
好

評
で
、
特
に
泥
ダ
ン
ゴ
作
成
時
は
、
ど

ろ
ん
こ
遊
び
の
感
覚
で
子
供
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。 

当
事
務
所
で
は
、
今
後
と
も
「
花
育
」、

花
き
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。 

 

  
                      

     

ア
グ
リ
南
す
お
う
株
式
会
社
で
は
、

水
田
畦
畔
の
草
刈
作
業
の
負
担
を
軽

減
し
、
省
力
化
を
図
る
た
め
、「
セ
ン

チ
ピ
ー
ト
グ
ラ
ス
種
子
吹
付
施
工
」
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

こ
の
施
工
方
法
は
、
水
田
の
畦
畔
や

法
面
な
ど
に
、
雑
草
抑
制
の
た
め
セ
ン

チ
ピ
ー
ト
グ
ラ
ス
（
シ
バ
の
一
種
）
を

吹
き
付
け
て
緑
化
さ
せ
、
除
草
作
業
を

軽
減
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

こ
の
技
術
を
習
得
す
る
た
め
、
６
月

に
は
有
限
会
社
だ
る
ま
製
紙
所
（
愛
媛

県
西
条
市
）
の
代
表
者
を
講
師
に
、
柳

井
市
伊
陸
の
ほ
場
で
現
地
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。 

研
修
会
で
は
、
集
落
営
農
法
人
の
若

い
就
業
者
を
中
心
に
、
水
田
畦
畔
へ
の

種
子
吹
付
散
布
の
実
演
を
行
い
、
作
業

工
程
や
草
刈
な
ど
事
前
準
備
の
重
要

性
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
研
修
で
習
得
し
た
技
術
を
活

用
し
、
今
年
度
、
ア
グ
リ
南
す
お
う
株

式
会
社
が
管
内
で
約
五
十
ア
ー
ル
の

畦
畔
に
試
験
的
に
セ
ン
チ
ピ
ー
ト
グ

ラ
ス
の
種
子
の
吹
付
を
行
い
ま
し
た
。 

今
後
は
、
試
験
結
果
を
ふ
ま
え
、
技

術
の
改
善
等
に
取
り
組
み
、
ア
グ
リ
南

す
お
う
株
式
会
社
が
施
工
面
積
を
拡

大
し
て
い
く
計
画
で
あ
り
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
支
援
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

    

             
   

周
防
大
島
の
柑
き
つ
産
地
の
再
興

を
目
指
し
て
『
農
地
整
備
事
業
（
耕
作

放
棄
地
型
）
久
賀
地
区
』
の
樹
園
地
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

こ
の
樹
園
地
整
備
に
併
せ
て
、
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
の
整
備
を
行
な
っ
て
お
り
、

こ
の
度
、
そ
の
用
水
源
と
な
る
フ
ァ
ー

ム
ポ
ン
ド
が
完
成
し
ま
し
た
。 

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
完
成
す
る
と
、
散

水
作
業
の
省
力
化
、
き
め
細
や
か
な
水

管
理
に
よ
る
高
品
質
で
安
定
し
た
柑

き
つ
の
生
産
が
可
能
と
な
り
、
農
家
所

得
の
向
上
や
経
営
の
安
定
化
に
寄
与

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

特
に
、
近
年
の
気
象
は
極
端
化
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
干
ば
つ
の
年
に
も

センチピートグラスの種子 
吹付施工研修会の様子 

 

大
島
の
樹
園
地
を
潤
す
Ｐ
Ｃ
タ
ン
ク
が 

完
成
し
ま
し
た 

 

小学校で花苗を指導する様子 好評だった「タネだんごづくり」 

ア
グ
リ
南
す
お
う
（
株
）
に
よ
る
水 

田
畦
畔
管
理
の
省
力
化
の
取
組
に
つ

い
て 
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水
不
足
を
心
配
す
る
こ
と
な
く
柑
き

つ
栽
培
が
行
え
ま
す
。 

 
                 

  
          

   

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
は
、
西

日
本
を
中
心
に
各
地
で
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
、
農
地
や
農
業
用
施
設
も

多
く
被
災
し
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
農
業
用
た
め
池
は
、
全
国

で
32
箇
所
決
壊
し
、
広
島
県
福
山
市

で
は
た
め
池
の
決
壊
に
伴
い
女
児
１

名
が
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事

故
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

た
め
池
は
、
農
業
生
産
だ
け
で
な
く

私
た
ち
の
生
活
に
潤
い
や
安
ら
ぎ
を

与
え
て
く
れ
る
も
の
で
す
が
、
大
雨
な

ど
の
自
然
災
害
を
要
因
と
し
て
ひ
と

た
び
決
壊
す
れ
ば
、
下
流
の
道
路
、
河

川
等
の
公
共
施
設
や
人
家
等
に
も
大

き
な
被
害
が
発
生
し
ま
す
。 

た
め
池
の
決
壊
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

日
常
点
検
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

た
め
池
管
理
者
の
方
々
は
、
以
下
に
つ

い
て
点
検
等
を
お
願
い
し
ま
す
。 

① 

た
め
池
の
状
態
変
化
を
見
逃
さ

な
い
た
め
に
、
日
常
の
草
刈
、
清
掃

を
定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。 

② 

堤
体
の
上
や
裏
面
斜
面
に
陥
没
、

崩
れ
、
亀
裂
、
漏
水
が
無
い
か
確
認

し
て
下
さ
い
。 

③ 

洪
水
吐
に
流
木
や
ご
み
が
溜
ま

り
、
流
れ
に
く
く
な
っ
て
い
れ
ば
取

り
除
い
て
下
さ
い
。 

④ 

取
水
施
設
の
栓
が
開
か
な
く
な

っ
た
り
、
水
が
出
に
く
く
な
っ
て
い
な

い
か
確
認
し
て
下
さ
い
。 

ま
た
、
近
年
使
用
し
て
い
な
い
た
め

池
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
使
っ
て
い
な
い

た
め
池
は
、
管
理
が
行
わ
れ
ず
に
危
険

な
状
況
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
一
度
現
地
を
確
認
し
て
下
さ

い
。 た

め
池
の
異
変
を
確
認
し
た
と
き

や
、
た
め
池
の
廃
止
を
検
討
さ
れ
る
場

合
は
、
市
町
農
業
農
村
整
備
担
当
課
若

し
く
は
柳
井
農
林
水
産
事
務
所
農
村

整
備
部
農
地
活
用
課
（


０
８
２
０
・

２
５
・
３
２
９
４
）
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

      
  

         

   ○
最
近
の
発
生
状
況 

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

平
成
29
年
度
、
こ
れ
ま
で
発
生
が
確

認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
香
川
県
の
農

場
で
発
生
し
、
野
鳥
に
お
い
て
は
、
３

都
道
府
県
で
46
事
例
確
認
さ
れ
ま
し

た(

全
て
Ｈ
５
Ｎ
６
亜
型
）。 

国
外
で
は
、
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
も
継
続
し
て
発
生

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
韓
国
で
は
Ｈ

５
Ｎ
６
亜
型
、
中
国
で
は
Ｈ
７
Ｎ
９
亜

型
な
ど
、
複
数
の
型
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
発
生
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
か
ら
、
本
年
秋
以
降
の
日
本

へ
の
ウ
イ
ル
ス
侵
入
リ
ス
ク
は
引
き

続
き
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 ○
養
鶏
場
で
の
防
疫
対
策 

本
病
を
防
ぐ
上
で
最
も
重
要
な
こ

と
は
、
養
鶏
場
へ
の
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入

を
防
ぐ
こ
と
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
は
、
本

病
に
感
染
し
た
野
鳥
や
野
生
動
物
に

よ
り
持
ち
込
ま
れ
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
か
ら
、
発
生
予
防
、
万
が
一
発
生

し
た
場
合
の
ま
ん
延
防
止
対
策
と
し

て
、
家
き
ん(

鶏
、
あ
ひ
る
等)

を
飼
養

さ
れ
る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
以

下
の
こ
と
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

久賀の樹園地 

 

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
防

疫
対
策
に
つ
い
て 

 

ファームポンド（ＰＣタンク） 

 

 

農
業
用
た
め
池
の
点
検
を
お
願
い
し 

ま
す 

ファームポンドの内部 

 

 

堤体を切り下げ廃止したため池（平生町尾崎ため池） 
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１ 

野
鳥
、
ね
ず
み
な
ど
の
野
生
動
物

の
侵
入
防
止
対
策 

２ 
農
場
に
出
入
り
す
る
人
、
車
両
の

消
毒
の
徹
底 

３ 

飼
養
家
き
ん
の
毎
日
の
健
康
観

察 

４ 

異
状
を
見
つ
け
た
場
合
の
早
期

連
絡
（
柳
井
農
林
水
産
事
務
所
畜
産

部


０
８
２
０
・
２
２
・
２
４
１
６
） 

            
   

過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
む
地
域
で

は
、
農
地
や
里
山
の
維
持
・
管
理
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
鳥
獣
害
に

よ
る
被
害
も
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。 

山
口
型
放
牧
は
耕
作
放
棄
地
な
ど

を
電
気
牧
柵
で
囲
み
、
牛
を
放
牧
す
る

技
術
で
す
。
牛
が
繁
茂
す
る
雑
草
を
食

べ
る
こ
と
で
、
省
力
的
な
「
草
刈
り
」

が
で
き
ま
す
。
雑
草
や
藪
の
減
少
に
伴

い
野
生
鳥
獣
が
出
没
し
に
く
く
な
り
、

周
辺
の
農
地
の
被
害
を
少
な
く
す
る

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
牛
が
放
牧
さ
れ
、
の
ん
び
り

草
を
食
む
姿
は
、
人
々
に
癒
し
を
与
え

ま
す
。 

牛
の
い
な
い
地
域
で
も
、
畜
産
農
家

や
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
の
放
牧

牛
を
借
り
る
レ
ン
タ
カ
ウ
に
よ
り
、
山

口
型
放
牧
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

当
事
務
所
畜
産
部
で
は
、
レ
ン
タ
カ

ウ
の
斡
旋
や
電
気
牧
柵
等
の
貸
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。
山
口
型
放
牧
に
取

り
組
み
た
い
方
は
、
市
町
又
は
当
部

（


０
８
２
０
・
２
２
・
２
４
１
６
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
当
事
務
所
管
内

で
は
、
18
カ
所
24

ha
（
平
成
29
年

度
）
で
放
牧
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

             

   

県
で
は
、
荒
廃
し
た
森
林
の
再
生
を

は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
森
林
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
県
民
の
皆
様
に
ご

負
担
い
た
だ
い
た
「
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ

く
り
県
民
税
」
を
活
用
し
た
種
々
の
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

○
荒
廃
し
た
人
工
林
の
整
備
【
森
林
機

能
回
復
事
業
】 

間
伐
実
施
が
遅
れ
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
の
人
工
林
の
森
林
機
能
を
回
復
さ

せ
る
た
め
、
暗
い
林
内
に
陽
光
が
入
り

込
み
、
植
生
が
回
復
す
る
よ
う
に
強
度

な
間
伐
を
実
施 

 

○
繁
茂
し
た
竹
林
の
伐
採
【
繁
茂

は
ん
も

竹 

林
整
備
事
業
】 

周
辺
の
人
工
林
の
成
長
や
農
作
物

の
生
産
等
に
支
障
を
来
す
繁
茂
・
拡
大

し
た
竹
林
を
自
然
林
へ
と
誘
導
す
る

た
め
、
竹
の
伐
採
を
実
施 

 
○
市
町
を
支
援
【
地
域
が
育
む
豊
か
な

森
林
づ
く
り
推
進
事
業
】 

 

中
山
間
地
域
の
元
気
創
出
や
地
域

課
題
の
解
消
の
た
め
に
市
町
が
独
自

に
計
画
・
実
施
す
る
多
様
な
森
林
整
備

を
支
援 

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
を
支
援
【
地

域
森
林
づ
く
り
活
動
強
化
対
策
事

業
】 

県
民
の
自
主
的
な
森
林
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
活
動
に
必
要
な
資
機
材

の
購
入
等
を
支
援 

                          

「
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民
税
」 

関
連
事
業
に
つ
い
て 

 

内 

山
口
型
放
牧
に
よ
る
多
面
的
機
能 

発
揮
に
つ
い
て 

高病原性鳥インフルエンザウイルスに 
感染し、元気がなくなった鶏 

山口型放牧 
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野
鳥
も
飼
わ
れ
て
い
る
鳥
と
同
じ

よ
う
に
、
様
々
な
原
因
で
死
亡
し
ま

す
。
エ
サ
が
取
れ
ず
に
衰
弱
し
た
り
、

環
境
の
変
化
に
耐
え
ら
れ
ず
に
死
ん

で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
野
鳥
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
以
外
に
も
様
々
な
細
菌

や
寄
生
虫
を
持
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。 

野
鳥
が
死
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け

た
場
合
に
は
、
細
菌
や
寄
生
虫
に
感
染

し
な
い
よ
う
、
死
亡
し
た
鳥
を
素
手
で

触
ら
ず
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
き

ち
ん
と
封
を
す
れ
ば
廃
棄
物
と
し
て

処
分
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。 

万
一
、
野
鳥
が
同
一
場
所
（
お
お
む

ね
見
渡
せ
る
範
囲
を
目
安
と
す
る
）
で

数
日
間
（
複
数
羽
の
場
合
は
、
お
お
む

ね
３
日
間
程
度
）
に
５
羽
以
上
死
ん
で

い
る
場
合
な
ど
に
は
、
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
死

亡
の
疑
い
も
あ
り
ま
す
の
で
、
岩
国
農

林
水
産
事
務
所
森
林
部
（


０
８
２

７
・
２
９
・
１
５
６
７
）
に
御
連
絡
く

だ
さ
い
。
調
査
基
準
に
該
当
し
た
場

合
、
死
亡
し
た
野
鳥
を
回
収
し
、
検
査

機
関
へ
搬
送
し
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
山
口
県
（
自
然
保
護
課
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
休
日
の
場
合
は
県
庁
（


０

８
３
・
９
２
２
・
３
１
１
１
）
に
御
連

絡
く
だ
さ
い
。
お
名
前
と
御
連
絡
先
を

お
伝
え
い
た
だ
く
と
、
後
ほ
ど
担
当
者

が
連
絡
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

     
      

柳
井
南
中
学
校
の
全
校
生
徒
45
人

が
７
月
12
日
（
木
）、
学
校
近
く
の
海

岸
で
海
草
の
ア
マ
モ
の
種
子
を
地
元

の
漁
師
さ
ん
と
一
緒
に
採
取
し
ま
し

た
。 こ

れ
は
、
毎
年
、
山
口
県
漁
協
柳
井

支
店
青
壮
年
部
（
坂
井
康
利
部
長
）
が

生
徒
た
ち
に
地
元
の
海
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
中
学
校
の

学
習
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。 生

徒
た
ち
は
、
漁
師
さ
ん
か
ら
ア
マ

モ
場
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
話
を
伺

っ
た
後
、
干
潟
に
繁
茂
す
る
ア
マ
モ
場

に
移
動
し
、
海
面
か
ら
ア
マ
モ
の
種
子

を
見
分
け
な
が
ら
網
に
入
れ
て
い
き

ま
し
た
。
集
め
た
ア
マ
モ
の
種
子
は
柳

井
支
店
青
壮
年
部
が
保
管
し
、
成
熟
さ

せ
て
か
ら
ア
マ
モ
場
を
拡
げ
る
た
め

海
中
に
播
い
て
ア
マ
モ
を
生
育
さ
せ

ま
す
。 

ま
た
、
生
徒
た
ち
は
地
び
き
網
も
体

験
し
、
ア
マ
モ
場
に
生
息
す
る
魚
の
稚

魚
を
観
察
す
る
な
ど
、
漁
師
さ
ん
か
ら

ア
マ
モ
場
の
役
割
や
干
潟
の
大
切
さ

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。 

                      

中
学
生
と
漁
師
さ
ん
が
ア
マ
モ
の
保

全
活
動
と
海
辺
の
生
物
観
察
で
交
流

し
ま
し
た 

 

アマモの種子の採取 アマモ場に生息する魚の観察 

野
鳥
が
死
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け
た

ら
？ 

 

内 
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山
口
県
漁
協
柳
井
地
区
女
性
部
（
山

口
県
漁
協
平
生
町
支
店
女
性
部
、
柳
井

支
店
女
性
部
、
安
下
庄
支
店
女
性
部
、

上
関
支
店
女
性
部
）
が
、
魚
の
調
理
法

と
魚
食
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
８
月
３
日
（
金
）
に
「
浜
の
母
ち

ゃ
ん
の
お
魚
料
理
教
室
」
を
開
催
し
ま

し
た
。 

地
元
で
獲
れ
た
新
鮮
な
海
の
幸
を

料
理
し
て
試
食
す
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
好
評
だ
っ
た
昨
年
に
続
い
て
、
今

年
は
２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
主
婦
11
名
（
う
ち
３
名
は
リ

ピ
ー
タ
ー
）
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

メ
ニ
ュ
ー
は
、
タ
イ
の
炊
き
込
み
ご

飯
、
タ
コ
の
酢
の
物
、
刺
身
、
う
し
お

汁
で
、
参
加
者
は
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
タ
コ
を
塩
も
み
し
て
ゆ
で
た
り
、

チ
ダ
イ
や
ア
ジ
を
三
枚
に
お
ろ
し
た

り
し
ま
し
た
。
初
め
の
う
ち
は
皆
さ
ん

苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
慣
れ
る
と
手

際
よ
く
包
丁
を
使
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
刺
身
の
き
れ
い

な
盛
り
付
け
方
も
学
び
、
試
食
で
は

「
美
味
し
い
」
と
い
う
声
が
た
く
さ
ん

聞
か
れ
ま
し
た
。 

 
 

                               

 

                                

                                

「
浜
の
母
ち
ゃ
ん
の
お
魚
料
理
教
室
」 

を
開
催
し
ま
し
た 

魚のさばき方を指導 魚料理にチャレンジする参加者 


